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第１世代のスマートハウス 

１９７１年のマイクロプロセッサーの登場 

１９７４年８ビットマイクロプロセッサーの登場 

１９７５年電灯線搬送リモコンの登場 

１９７７年パソコン、マイコン家電の登場 

 

マイコンを活用したホームオートメーション 

電話を使ったテレコントロール 

自動化、快適化 
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①マイコン、パソコンを手にしても、何も便利に
なったというものはなかった。 

②不便さを感じてないものを無理して、何かで
きないかと男たちが考えた。 

  電子家計簿、献立検索システム 

③まだこの時代、マイコンは漢字が使えなかっ
た。ホームコントロールの頭脳とさせる方が
可能性があった。 
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マイクロプロセッサー登場 

１９７１年 

インテル４００４ 

１９７４年 

モトローラ６８００ 
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GIMIX HOUSE 1974年 

シカゴ郊外、世界初のエレクトロハウス。モトロー
ラ６８００の８ビットマイコンを使用。 
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①住環境コントロール 

②ガレージコントロール 

③機器コントロール 

④セキュリティー・コントロール 

⑤テレ・コントロールシステム 
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ワイヤレスリモコン １９７５年 

BSRーX10 

ACラインを使って搬送波を
送り、専用コンセントに
付けた機器をコントロー
ルするシステム。 
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ブレスリン １９７５年 

ポピュラーサ
イエンス誌。 

IMSAI8080 

音声入力ボー
ド、BSR-

X10 
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パーソナルコンピュータ １９７７年 

 

Apple II 

TRS-80 

PET２００１ 

などパーソナル
コンピュータ 

が発売される。 
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マイコン家電 １９７７年 

シャープ・マイコン
レンジ１９７７年 

日立マイコンエア
コン１９７７年 

JUKIマイコンミシ
ン１９７８年 
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日立ホームコンピュータ １９７８年 

１９７８年グッドリビングショーに日立設備は、ホ
ームコンピュータシステムを提案した。 
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松下電器ホームコンピュータ 

システム１９７８年 

’７８松下電器技術展で、ホームコンピュータシ
ステムとホームバスラインが提案された。 
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①ホームセキュリティーシステム 

②オートダイヤル・システム 

③オートファクシミリ・システム 

④電話リモコンシステム 

⑤エネルギー管理システム 

⑥ソーラーCHCシステム 

⑦キッチン・コントロール・システム 

⑧自動運転システム 

⑨家計簿システム 

⑩娯楽システム 

⑪ホーム学習システム 
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フェニックスの未来住宅 1978年 

モトローラ、GEなどが
アリゾナ州フェニッ
クスに、人間と環境
の調和を目的として、
生活の利便性、快
適性を追求した未
来住宅を建設した。
設計はフランクロイ
ドライト財団。 
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①情報システム 

②セキュリティーシステム 

③住環境システム 

④電力スイッチング・システム 

⑤エネルギー管理システム 

17 



第２世代のスマートハウス 

ソーラーシステム、省エネルギー、高齢化対応
、安全性、健康維持など８０年代に入って、
住宅に新たな機能が求められるようになって
きた。 

コンピュータを活用して、こうした新たな要求に
応えようと、各社が近未来実験住宅を建設し
た。 

技術的には可能であったが、欲しいという顧客
はいなかった。 
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＜ホームオートメーションの機能＞ 

①ホームコントロール（監視・制御） 

②ホームセキュリティー（防犯・防災） 

③ホームマネジメント（家庭情報管理・予約） 

④ホームエデュケーション（教育・趣味） 

⑤ホームエンタテイメント（家庭娯楽） 

⑥ホームビジネス（在宅業務支援） 
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＜ホームコントロールの機能＞ 

①自動運転 

②最適運転 

③タイムシフト運転（予約、録画など） 

④プログラム運転 

⑤省エネルギー運転（ピークカットなど） 

⑥リモートコントロール運転 

＜問題点＞ 

個別設備機器が賢くなれば、集中制御が不要 

電動でないものは制御不能⇒電動化が必要 
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HOPES-204実験住宅 １９８２年 

三井ホームと東芝は、パッシブソーラーシステ
ムとエレクトロニクス技術を組み合わせた実
験住宅を横浜市戸塚に建設した。 
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①音声認識 

②来客モニター 

③防犯モニター 

④火災報知 

⑤地震時誘導灯 

⑥照明の監視制御 

⑦トイレの照明・換気 

⑧浴室の給湯管理 

⑨健康管理 

⑩家計管理 

⑪献立相談 
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アイデアル住宅NEXT １９８５年 

大阪ガスは尼崎市に１０年後の住まいのあり方
を提案する近未来住宅を建設した。 
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①エネルギーの効率的利用 

②自動化・情報化の推進 

③高齢化社会への対応 

④安全で健康な暮らし 
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SHAINS実験住宅 1985年 

三洋電機は、岐阜県安八郡にホームオートメー
ションの実証実験を目的とした実験住宅を完
成させた。 
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①ホームセキュリティーシステム 

②ハウスコントロールシステム 

③風呂システム 

④キッチンオートメーションシステム 

⑤ユーティリティーシステム 

⑥エアコン集中制御システム 

⑦地下室空調システム 

⑧セントラルクリーナーシステム 

⑨太陽電池駆動換気システム 

⑩テレコントロールシステム 
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ニューでんかハウス １９８５年 

シャープは大阪府八尾市に、コミュニケーション
、セキュリティー、ハウスキーピング、冷暖房
、環境コントロール、エネルギーの６つの分
野での近未来住宅を建設した。 
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①セキュリティーコントロール 

②ホームコントロール 

③エネルギーコントロール 

④ホームマネジメント 

⑤ホームショッピング・バンキング 

⑥玄関モニター 
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HALSハウス １９８６年 

グッドリビングショーにHAを装備したHALSハウ
スを出展し、その後横浜市緑区に移設した。 

同軸ケーブルバス、電話線バス、電灯線バスを
敷設した。 
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ＩＨＳ実験住宅 １９８８年 

松下電工は門真市の
本社構内に快適を
科学する住まい 

ＩＨＳ（Intelligent 

Housing System) 

実験住宅を建設した。 

32 



33 



①伝言機能付き玄関収納 

②人感センサー玄関照明 

③ＩＣカード対応玄関ドア 

④電気錠付き電動門扉 

⑤超音波洗浄シンク 

⑥自動水洗 

⑦昇降水切棚 

⑧メニュー検索 

⑨ＨＡコントローラ 

⑩ホームシアター 

⑪電動雨戸・電動カーテン 

⑫電動リクライニングベッド 

⑬快適入眠ベッド 

⑭ニューメディア端末収納 

①浴室用ＡＶシステム 

②浴室コントロールタワー 

③温風ボディードライヤー 

④トイレ用健康チェック機器 

⑤トイレ用高速冷暖房機器 

⑥昇降機能付きテーブル 

⑦リクライニングチェア 

⑧音声認識 

⑨思い出収納 

⑩押し入れ布団乾燥機 

⑪テレビ電話 

⑫ホームエレベータ 

⑬明り雨センサー付き電動採光窓 
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第３世代のスマートハウス 

１９８０年代末か１９９０年代初頭にかけて、１０
数年後に迫った２１世紀を目標として、多くの
未来住宅が建設された。 

EWAC＝地球環境への配慮（Ecology）、健康
性（Wellness）、快適性（Amenity）、利便性（
Convenience） 

EWAC＝早期警戒管制 
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Smart Houses  

スマート・ハウス １９８７年 

 トーマス・エジソンの時以来、住宅の配線で行われてきた
ことは、壁の中をくねくねと多くの配線を走らせるとい
ったもので基本的には変わっていない。  

そしてますます多くの多様な機器がつけられるようになり
、その結果、壁の両面にはとどまりのないからんだス
パゲティーといったものになってしまっている。  
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数種類の配線を一つにまとめたケーブルに置き換えら
れるだろう。それらにはＴＶの同軸ケーブルも含ま
れるし、電源の配線、電話や他の低電圧機器のた
めの配線、さらにデジタル信号の搬送線も含まれ
る。このケーブルは住宅の新築の際に敷設される
ことになる。 
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ＧＥのプラスチックス・ハウス 

「快適住環境」コンセプトハウスと名付けられたこの住
宅は、革新的な建築システムや建築部材の開発を
目的にした長期プロジェクトの一環として建設され
た。生活廃棄物の処理が問題になっているが、こう
した資源の再利用もこの住宅の大きなねらいの一
つになっている。 
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住宅にも資源回収のための機器が組み込まれている
。ボトルや包装用プラスチックスを投げ込むと、バ
ーコードリーダーがエンジニアリングプラスチックス
と汎用プラスッチクスとを識別し、エンジニアリング
プラスチックスは再使用できるので、粉砕されストッ
クされる。  
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プラスチックス一体成形の集約配管システム  

シンクキャビネットのバックパネルは配管の集約シス
テムになっている。排水トラップ、給水パイプ、給湯
パイプが一体成形され、ちょうどプリント配線基板
のようになっている。  

 

 

41 



ルグラン社のＨＡ実験住宅  

ルグラン社は配線機器、スイッチなどではフラン
ス最大のメーカーで、７年前からＨＡ関連機
器の商品化を行っている。ルグラン社のＨＡ
システムの特徴は現実的なことである。  
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ベランダに出る引き違いサッシも電動で、リモコンによ
り開閉が可能である。この電動機構部分は後付け
部品としても商品化できそうである。 
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ベランダのひさしは電動でスライドできる。日射調整や
小雨のひさしとして働きをする。  

犯罪の尐ない日本では需要が尐ないが、フランスなど
では電動ブラインドや電動カーテン、照明を電話回
線を通してリモートコントロールして、会社から帰り
が遅くなるときに、いかにも帰っているように演出す
るといった装置も結構需要があるようである。  
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ロスマーレンの未来住宅 

オランダのデンボッシュのロスマーレンに建設されたこ
の未来住宅は、1989年にオープンした。建築や生
活の新たなアイデアを触発させるといった狙いで、
７年間の実験が続けられる予定である。そしてここ
にはすでに100以上の新規開発製品が操作できる
状態にある。  
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ドライゾーンとウエットゾーンをＬ型に配置し、その中心
部に回転式収納タワーを設けている。タワーには
献立や調理方法を音声で指示してくれるコンピュー
タ・ディスプレイが組み込まれている。 

46 



寝室の壁は、液晶シャッターガラスで、プライバシーが
必要かどうかで、不透明にしたり透明にしたりする
ことができる。 

ベッドヘッドの照明は移動式で使いやすい。これはす
ぐにでも応用できそうである。日本で商品化するな
らばさらに液晶のテレビもつけるのがよいだろう。 
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エネルギー設備として、３つの設備が導入されている。
(1)太陽電池は、非常用電源として、(2)太陽熱温水
器はバスルームの給湯として、(3)エネルギー電池
も設置されているが、21世紀には個々の家庭の電
力供給源として使えるようになるはずである。  

キッチンに設置されたメディアユニットは、ガスや電力
や水道の使用量を表示している。これらのデータは
ガス会社などそれぞれの企業からオーソライズさ
れたものである。  
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未来住宅ネステハウス 

ネステ社は北欧最大の石油化学会社であるが、そのグ
ループ企業であるネステ・ケミカルズ社が、１９９２年プ
ラスチックス素材を使った実験住宅を、フィンランドの
ヘルシンキ近郊のポルボーに建設した。  
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耐力壁の外壁のこない大きなガラス窓面は柱で支えら
れている。柱はコンポジットプラスチックス管に補強
用鉄筋を入れ、コンクリートを充填している。 
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TRON電脳住宅 

東京六本木に1990年建設されたＴＲＯＮハウスは、18

社で構成されたＴＲＯＮ電脳住宅研究会によって建
設されたもので、一連のＴＲＯＮプロジェクトの一環
として東大助教授坂村健によって設計指導が行わ
れた。 

バラバラな機器や中途半端なホームオートメーション
の寄せ集めてなく、さまざまな機能を統合して、き
め細かく調整し、しかもだれもが使いこなせるシス
テムが必要である。TRON住宅ではインテリジェント
ハウスの真の可能性が追求された。  
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コンピュータによる料理検索、コンピュータ制御
調理システム、コンピュータ制御ビデオによ
るクッキングガイド。  
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衛生的なトイレ  

機器にまったく手を触れず衛生的に使用できる 

非接触トイレ。  
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収納のスペースセービング  

常時使わないものは、地下収納庫のコンテナに納めら
れる。このコンテナは電動式でボタンひとつで簡単
に取り出すことができる。また電子スチルカメラを使
いコンテナの中が記録されるので、必要なものがど
こにしまわれているか、テレビを見ながらさがすこと
ができる。  
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植物の自動潅水  

半屋外空間の樹木や観葉植物は、ロックウールやハ
イドロカルチャー方式の水耕栽培で育てられる。水
などの管理はコンピュータによって行われるので、
旅行など長期の不在でも安心である。  
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エスバイエル X-PROJECT近未来住宅 

近未来住宅X-PROJECTは、人々が必要性を感じてい
る「ゆとりある、快適な生活」を提案するもので、次
の３つの価値感を考えた。  

(1)居住手段としての利便性の追求 (2)生活目的その
ものを変える新生活様式の提案 (3)スタイル・かた
ちによる独自性主張  
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家族の団らんやパーティーに使える120cmX280cmの
大テーブルで、油圧によりダイニング形式のイス式
テーブルと、堀こたつ形式の座敷テーブルに変化さ
せることができる。  

 

 

58 



健康チェックトイレ 

体重、血圧、脈拍、検尿などのデータを表示、記録す
ることができる。  
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 丸太スパ  

３～４人で入れる多機能大型浴槽。浴槽の底には玉
石が敷かれ、多目的に利用できる丸太が数本上部
に載せられている。２４時間いつでも入浴できお湯
の入れ替えの必要もない。  

また多目的な使用に対応できるよう、浴室と湯上がり
ヌックの仕切りには、液晶ガラスを使用している。  
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ＨＢＳ（ホームバスシステム） 

UTP（Unshield Twisted Pair）ケーブルを宅内に張り巡
らせ高速なデータ通信を可能にするための国内規
格。家庭へのゲートウェイである情報分電盤を設置
し、各部屋に「情報コンセント」を設けるというもの。 

1988年に日本電子機
械工業会(EIAJ：現在
はJEIDAと統合し、電
子情報技術産業協会
(JEITA)となる)が中心
となり標準規格策定。 
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ＨＢＳは、まったく普及していない。 

原因は、新規にUTPケーブルを敷設する手間と
当時ネットワーク対応機器の開発が困難だ
ったということである。 

専用通信線を敷設する必要があった。 

62 



シーメンスのインスタバス  

ヨーロッパのホームバスの規格は、３つの陣営に分かれ
て進められている。シーメンスが主体のドイツ・グルー
プのＥＩＢ（ヨーロッパ・インストレーション・バス）、トムソ
ンが率いるフランス・グループのＢａｔｉＢｕｓ、フィリップス
が中核となっているオランダ・グルー、プのＥＨＳ（ユー
ロホームシステム）に分かれている。 
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ＨＢＳはツイスト・ペア線と同軸ケーブルだけであるが、
ヨーロッパではこれに加え電灯線搬送、赤外線、無
線もバスラインとして利用されている。  
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既存のシステムとの両立性といった努力でもヨーロッ
パは進んでいる。たとえばＥＩＢの場合、暖房のラジ
エターのバルブの握りの部分をモータードライブに
変えるだけでホームオートメーションと接続できる、
そんなアダプターがごろごろしている。  
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未来住宅はなぜ実現できなかったのか 

理由：その１ 

「そんなに便利になってもしょうがない」といったこれ以
上の自動化に対するニーズの無さが挙げられる。 

不便を感じていないものを、自動化して便利でしょうと
言われて同意できないというわけである。 

ボタン一つでカーテンの開け閉めができても便利にな
ったとは思えない。カーテンを開け閉めは、外を眺
めるいい機会だったのにというわけである。 
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理由：その２ 

「機械に任せすぎると人間が退化してしまう」と
いった不安がある。 

すべて機械任せでは体がなまってしまい、機械
の支えがなければ暮らせないようになってし
まう。 

階段の昇り降り、雨戸の開け閉めも老人にとっ
ていい運動であるといった指摘である。 
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理由：その３ 

「個々の家電製品が賢くなったから、家全体を賢くする必
要はない」といった問題である。 

１５年程前にお風呂を電話で外出先から沸かすことがで
きるマンションが登場し話題となった。 

その後２４時間バスも登場しいつでも入れるようになり、
また最近のお風呂用の給湯器は性能が向上し、帰宅
してからボタンを押しても、着替えている間に入浴でき
るよう準備が整ってしまう。 
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理由：その４ 

「情報化以前に電動化が必要である」といった問題であ
る。 

カーテンを外出先から開け閉めして、留守だとわからな
いよう演出しようとしても、そのためにはカーテンを
モータードライブにする必要がある。 

情報化のコストは安いかもしれないが、電動化のコスト
は相当高く、家中のものをリモートコントロールする
となると何千といったモーターが必要となってくる。 
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理由：その５ 

「既存の製品をそっくり取り替えなければ導入できない
」といった問題である。 

新規購入費用の高さだけでなく、使い慣れたものを捨
てなければならないので、いくら便利になるといって
もなかなか取り替えるというわけにはいかない。 
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第４世代のスマートハウス 

１９９３年インターネットの商用利用、日本で認
可される。 

１９９５年「インターネット・エクスプローラー」を
Ｗｉｎｄｏｗｓ９５と共に無料配布。日本でインタ
ーネットがブームとなる。 

ＩＴ技術と情報ネットワークを駆使した、ネットワ
ーク家電を普及させ、市場で優位に立つか
がねらい。 
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ECHONET（Energy Conservation 

and HOmecare NETwork） 

ECHONETは伝送媒体に電灯線や無線を使用するこ
とで、既存の住宅でも新たな配線工事が不要で低
コストで実現できることと、プラグアンドプレイにより
設置工事とアプリケーションの開発を容易に行なえ
るようにしたこと、マルチベンダーによるオープンな
システムであることなどが特徴である。 

２００１年公開。 
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ｅＨＩＩハウス ２００１年 

松下電器産業では、２００１年ＩＴをベースに広がる21

世紀の快適生活（ｅくらし）の提案と、ｅくらしを具体
的に実現するサービス・ネットワークとネット家電機
器による、新たなサービス（ｅサービス）の創出を目
的に、「ｅＨＩＩハウス」をオープンした。 
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東芝の情報家電 フェミニティー 

東芝は、２００２年からネットワーク家電を発売した。 

食材の在庫や賞味期限をしっかり管理ができる「ＩＴ冷
蔵庫」。 

多彩なレシピ配信で楽しく料理できる「ＩＴオーブンレン
ジ」。 

 いろんな衣類が自宅でカンタンに洗える「ＩＴホームラ
ンドリー」。 

持ち運びラクラクの「ITホーム端末」。 
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韓国のインテリジェント・アパート 

２００１年から韓国では、インターネットを駆使したイン
テリジェント・アパートが建設された。 
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IT先端住宅SANFIT ２００２年 

三洋ホームズは、２００２年、東京都立川市に三洋電
機グループの技術を結集した「IT先端住宅/立川モ
デルハウス」～現在そして近未来の体感モデルハ
ウス～をオープンした。この住宅はこれらの提案す
る技術の一部を取り入れ商品化したものである。  
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SANFITの4大特長は、 

①ホームコントローラー機能を備えたワイヤレス「Web

端末」搭載、 

②ネットワークカメラ、オール電化仕様による「防犯、
省エネ、アメニティ住宅」、 

③お客様とのコミュニケーションによる「建物管理シス
テム」、 

④ネット配信サービスによる「新しい生活サポートシス
テム」となっている。 
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エコ・コミュニケーションコントローラー 

２００２年、積水ハウス・三菱電機・アイ・エル・シーは
共同で家庭内ネットワークによる家電機器の省エ
ネルギー制御システムを開発、広島県の１００棟の
戸建住宅で実証実験を開始した。 

これは家庭内ネットワ
ークを利用し家電機器
のエネルギー使用量を
適切に制御するエコ・コ
ミュニケーションコント
ロールシステム
（ECCS : Eco 

Communication Control 

System） 
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ECCSは、新エネルギー・産業技術総合開発機構（
NEDO）が行っている家庭内エネルギー需要最適
マネージメント推進プロジェクト(HEMS)の助成を受
けている。 

ECCSは、有線や無線の家庭内ネットワークに柔軟に
対応できるように設計されているが、今回は電灯線
に電力と制御信号を同時に送ることで、コンセント
に接続されている機器であれば専用配線が無くて
もネットワーク化が行える方式を採用した。このた

め、既存住宅への設置も簡単に行える。  
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D‘s SMARTHOUSE ２００２年 

 大和ハウス工業は、住まいづくりの最先端技術をふ
んだんに盛り込んだ近未来住宅
D'sSMARTHOUSE（ディーズスマートハウス）の実
験住宅を建設した。 
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①Ｗｅｂ対応玄関カメラ 

②玄関タッチパネル 

③ホームシアター 

④ネットウインドウ 

⑤ホームサーバー組み込み型ダイニングボード 

⑥自動散水 

⑦ぺたぺたスイッチ、巾木コンセント 

⑧小型人感センサー 
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インターネットとパソコンや 

スマートホンで実現できたもの 

①ホームコントロール（監視・制御） 

ネットを使ってスマホから照明、エアコンのON/OFF 。 

ネットを使ってスマホからテレビの録画予約可能。 

ネットを使ってスマホでペットと会話、餌やり可能。 

みまもりほっとライン i-pot で単身高齢者の安否確認。 

②ホームセキュリティー（防犯・防災） 

ＳＥＣＯＭ，ＡＬＳＯＫと契約すればいつでも可能。 

火災感知器の設置は法的に義務づけられた。 
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③ホームマネジメント（家庭情報管理・予約） 

パソコンから飛行機やホテル、列車などの予約が可能。 

料理レシピの検索がネットで可能。 

インターネットショッピング、ネットバンキング。 

④ホームエデュケーション（教育・趣味） 

E-learning,  

⑤ホームエンタテイメント（家庭娯楽） 

ネットゲーム、ＶＯＤ 

⑥ホームビジネス（在宅業務支援） 

クラウドで在宅ビジネス 

 

８０年代、９０年代の未来住宅の夢がだれでも容易に 

    実現できるようになってしまった。 
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第５世代のスマートハウス 

３．１１東日本大震災後の計画停電。 

電力供給に対する不安が一期に高まった。 

２０１１年、「電気事業者による再生可能エネル
ギー電気の調達に関する特別措置法」 

ＨＥＭＳ（ホームエネルギー・マネジメントシステ
ム）をコアにした、スマートハウス。 
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経産省スマートハウス標準化2011年 

スマートハウスとは、住宅とICTが融合してエネルギー
の需給量をコントロールし、入居者がムリなく省エ
ネ・節電できたり、より快適な暮らしを実現できる住
まいである。 

家庭内におけるエネルギーの “見える化”を図ることで
、入居者自身による効率的な省エネが可能になり
ます。また、蓄電によるエネルギーの有効活用も可
能になる。 

環境性と経済性を両立し、より賢く、快適に暮らせる次
世代型住宅、それがスマートハウス。  
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ホームエネルギー・マネジメントシステム 

         （HEMS） 

部屋単位等のきめ細かい電力使用量の情報をリアル
タイムに自動的に収集・見える化することにより、利
用者の省エネ意識を自然と高め、ムリのない快適
なエコライフの実現をサポートするシステム。  
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電流センサーを搭載したブレーカ
ーもある。 



スマートグリッド 

スマートグリッド (smart grid) とは、デジタル機器による
通信能力や演算能力を活用して電力需給を自律
的に調整する機能を持たせることにより、省エネと
コスト削減及び信頼性と透明性の向上を目指した
新しい電力網。 
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スマートグリッドは、第１段階では、需要に合わせての
電力の供給であるが、最終的には、ネットワークを
通じて、電力を消費する末端の機器を制御すること
によって、最適な需給調整を行うことが目的である。 

 

ピークカット機能を備えた 

三菱電機のスマートメーター 
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ＳＯＮＹ認証型コンセントを開発  

ソニー（株）は、現行のスマートグリッド構想における利
用者側の利点として、電力の使用量や機器の動作
状況の確認など、省エネルギーの喚起が主流とな
っている状況を踏まえ、利用者が能動的に電力の
管理や制御ができる「認証型コンセント」を2種類開
発した。 
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ヤマダ電機ＳＸＬのスマートハウス 

家電量販店最大手のヤマダ電機は
2011年8月、中堅住宅メーカーのエ
ス・バイ・エルを買収して子会社に
すると発表した。ＴＯＢ（株式公開買
い付け）を実施し、第三者割当増資
も引き受ける。ヤマダは全国の店
舗を通じて太陽光発電装置や蓄電
池などに住宅を組み合わせて顧客
に提案。節電意識の高まりで関心
が集まる省エネ住宅「スマートハウ

ス」事業の拡大を狙う。 
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一条工務店の夢発電システム 

太陽光発電住宅は、ハイブリッドカーと同じ消費者イメ
ージ。一条工務店はフィリピンの子会社に太陽光
発電パネル生産ラインを設置、内製化を図り、頭金
０円の「夢発電システム」で、年間１万棟を超える住
宅メーカーとなった。 
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アルバック社の「タ
ンデム型」薄膜太
陽電池の一貫製造
システムを、 

一条工務店の子会
社であるHRD社

（俗にいうフィリピ
ン工場）で、購入し
生産している。 

ちなみにこの一貫
製造システムの価
格は、35億～40億
円とのこと。 

アルバック社は生
産ラインをシャープ
にも納めている。 
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ダイワハウス スマートハウス発売 

2011年10月1日、家庭用リチウムイオン蓄電池、
HEMS（ホーム・エネルギー・マネジメント・システム
）、太陽光発電システムを搭載したスマートハウス
第一弾「スマ・エコ オリジナル」を発売した。 
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販売地域  ：  建設地が東北電力、東京電力、 

           中部電力、関西電力管内の物件 

「スマ・エコ オリジナル」仕様への変更差額  

              合計 ：3,921,750円（税込） 

 

家庭用リチウムイオン蓄電池  ：1,621,200円（税込） 

D-HEMS(iPad® 2含む)     ：   279,300円（税込）      

太陽光発電システム（3.5kW）  ：  577,500円／kW（税込）   

販売目標      ：  300台（2012年3月末まで） 
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旭化成ホームズのHH2015 

2015年にはどのような住宅はどのように進化す
るのか、旭化成ホームズの住宅総合技術研
究所（静岡県富士市）に「HH2015」が建設さ
れた。 

建物は3階建て。1階は「省エネ・低炭素外構ゾーン」と
「在宅医療ゾーン」、2階は「シェアハウスゾーン」「
低炭素ゾーン」「緑育ゾーン」「ペット共生ゾーン」、3

階と屋上には「新エネルギーゾーン」の七つのゾー
ンが配置されている。 
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カーポートの屋根に太
陽光発電システムが。
自宅で使用する電力と
してはもちろん、今後
普及が本格化する電
気自動車の充電用電
源としても利用可能だ 

水流でモーターを回す
ことで発生する微弱電
力により輝くシャワーの
カラン。 

屋上に設置された垂直に配置
する両面受光型のPV。フェン

スなどとして活用できるため、
太陽光の設置場所確保に貢
献することも期待される。 

人工透析が自宅で行
えるようになれば、患
者の利便性が高まるこ
とはもちろん、社会全
体の医療コストの削減
も可能になるかもしれ
ない。 
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三洋ホームズの室内用家庭菜園 

室内用家庭菜園「ベジタリウム」は、毎日のキッチンワ
ークの中で栽培が可能な家庭菜園を、家族の集う
キッチン・ダイニングに取り入れたもの。 

天板裏には省電力のLED照明を埋め込むことで、日
光が直接入らない間取りでも植物の生育環境を確
保。点灯時間を調節することで、収穫の時期を調整
することもできる。 

 また丸紅（株）の協力を得て、植物工場でも使用され
ている、室内栽培に適した特殊土壌「ヴェルデナイ
ト」を採用。「ヴェルデナイト」は保水性が高く水やり
を軽減できるほか、天然素材100％使用で安全な
野菜を育てることができる。 
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ニーズは潜在的、 

そのため公的インセンティブが 

２０１２年から付与される。 

長期優良住宅先導モデルと同じように、国土交
通省から１６５万円程度／棟の補助金が。 

２０１２年に新たに制定される省エネルギー基
準に対応。 
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国土交通省 

ゼロエネルギー住宅補助金 
ゼロエネルギー住宅への補助金。 

省エネ、創エネできる住宅に対して、補助が出る。 

１６５万円程度/棟の補助金。 
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ゼロ・エネルギー建築推進協議会 

（会長：村上周三） 

２０１２年１月２０日、設立総会 

 

 

 

「低炭素まちづくり推進法」の制定を準備 

          （井上俊之大臣官房審議官） 
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認定省エネ住宅制度 

国土交省には省エネなどに優れた住宅を支援する「長
期優良住宅制度」が既にあるが、前田国交相は新
設を目指す認定省エネ住宅制度との違いについて
「（長期優良住宅）よりも省エネ水準が高いものを認
定し、長期優良住宅と同じようなインセンティブを与
える」と説明した。 
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現時点で国交省は一般的な住宅よりも住宅ローン減
税の控除額を増額する優遇措置を講じる考えだ。
認定対象は、現行の省エネ基準を満たした上で、
標準的な冷暖房などの設備を使う住宅よりもエネ
ルギー消費量が１割以上尐ない住宅などを検討す
る。住宅以外の建物でも省エネにつながる認定制
度を創設する方向で調整している。 
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エネルギー管理システム導入促進
事業費補助金（HEMS） 

本事業は、一般家庭等において一般社団法人環境共
創イニシアチブ（以下、「SII」という。）の認定した、
住宅用エネルギー管理システム（以下、「HEMS」と
いう。）の導入を補助し電力需要抑制の取組を促進
する際に、その費用の一部を補助する事業を行う。 

補助率＝1/2以下、定額   

      おそらく１０～１５万円程度。 
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定置用リチウムイオン蓄電池導入
促進対策事業費補助金 

本事業は、一般家庭等において一般社団法人
環境共創イニシアチブ（以下、「SII」という。）
の認定した、定置用リチウムイオン蓄電池の
導入を補助し電力需要抑制の取組を促進す
る際に、その費用の一部を補助する事業を
行う。 

補助率＝1/3以下、 

      おそらく５０～６０万円程度。 
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工務店的未来住宅２０１２ 

未来住宅は、経済的な損得で買われるもので
はない。 

ハイブリッドカーも１０万ｋｍ以上走行しないと、
言われている。 

ほとんどの人は、経済的損得だけで、ハイブリ
ッドカーに３０万円かけているわけではない。
未来を３０万円で買っているのではないか。 
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「必要は発明の母」で
はなく「発明は必
要の母」。 

技術者は技術シーズ
の活用を考える。
それが問題。 

 

なぜ今、デザインが
必要なのか。 

世界の問題を解決す
るためにデザイン
が必要なのだ。 
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＜工務店はどのような問題を解決するのか＞ 

環境に配慮した暮らし 

         ＝地給知足（地域だけで賄えることを知る。） 

         ＝ゼロ・エネルギー 

         ＝シンプル 

         ＝コンパクト 

安全、安心な暮らし 

         ＝化学物質フリー 

         ＝自然素材 
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工務店的スマートハウス 

長期優良住宅に関わった工務店ならば、同じように、
２０１２年度から始まる「認定省エネルギー住宅」、「
ゼロエネルギー住宅」に対応すべきである。 

新たな技術開発の必要はない。 

スマートハウスに関しては、家電メーカーからすべて
要素製品が発売されている。 

大手ハウスメーカーは、内製化や海外から調達もある
。これが難しいのが工務店の弱点である。 

ヤマダ電機から購入するのが安いのなら、それでもい
いのではないか。 
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ＯＭのパッシブソーラーと太陽光発電の組み合わせの
ＯＭクワトロソーラーは、ハイブリッドである。 

これでゼロエネルギー住宅が実現。 

なぜ、ハイブリッドカーが売れたのか、なぜ一条工務
店が１万棟を超えたのか、工務店が長期優良住宅
を建設した際のメリットなどについて分析すべきで
ある。 
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電力使用量を見える化することによって、１０～２０％
は節電できると言われている。 

グラフダイエットというのもある。 

どのような見える化を行うかで、節電の効果も違ってく
るはずである。 

節電効果の高い見える化のデザインも重要である。 
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ベディントン・ゼロエネルギー住宅
団地(BedZED) 

英国のロンドン南西部、ビクトリア駅から３０分程のベ
ディントンで、先駆的な住宅開発が行われている。 

住宅は持続可能な資源で建設され、化石燃料は使わ
ず、純粋二酸化炭素も排出しない。 

ここでは家庭ごみは再利用し、託児所やスポーツクラ
ブを設け、太陽光発電を利用した電気自動車も提
供されている。 
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エネルギー消費によって純粋二酸化炭素を排出せず
、化石燃料も使用しないほかに、BedZEDは環境、
社会、経済に関する諸問題に取り組んでいる。 

例えば、再生された鉄骨や、「ＦＳＣ森林管理評議会」
によって認証された木材が、建築に使われてきた。 

さらに、たいていの建材は現地の半径60キロメートル
以内でまかなわれ、貨物運送を最小限にとどめる
ことで汚染や環境破壊を軽減させている。 
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工務店的未来住宅は、地域産材を使用した点
など、生産過程での使用エネルギーの尐な
さも、見える化してハウスメーカーとの差別
化を行うべきである。 
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